
災害協定に基づく訓練の実施（7月3日）

〇 大規模災害時において、 防衛省の施設整備調査チーム（ERE-Force）が、本年4月に締結した
災害協定に基づき、協会・会員との連携の下、迅速かつ実効的な初動対応体制の確立を図る

■訓練の目的

日 時：令和8年7月3日（13:00～）

形 式：机上訓練（エルフォース訓練と連接）

想 定：大規模地震による自衛隊施設被害（発災地を特定しない）

主な流れ： 発災後、ERE-Force発動と同時に協会事務局への情報提供要請。その後、会員への出動要
請・契約調整・活動調整

■訓練概要（予定）

防衛省側：防衛省本省・地方防衛局・各幕僚監部

協会側 ：協会事務局・会員企業（※全会員参加を想定）

■参加対象

① 会員（支部長以外）： 発災地を指定しない形で、国内の広範囲に被害が出ていると想定し、 各会
員において、どの駐屯地・基地に対し、どのような協力（人員・資機材・工種等）が可
能かを整理・提出

② 支部長： 防衛省から要請を受けた状況を想定し、出動要請を受けた後の契約手続き及び活動調整
の流れを実施

■ 会員参加の方法
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